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第 5 章 錨の不適切な収め方による事故 

航海中や入出港作業中の錨落下事故が発生しています。殆どの場合は、すぐに気が付き事なきを

得ていますが、船速の低下や落下した錨の側に舵が取られるなどの現象が起きているにもかかわ

らず、波・風の影響と決めつけて錨の状態を確認しないまま航走し、海底パイプライン損傷など

の事故を発生させたケースもあります。一般的な原因は以下が考えられます。 

錨の落下事故の原因 

①出港後、錨をブレーキとクラッチのみで収納。日常的にストッパーを掛けていない。（*） 

②係船索とモーターが共用の場合、係船索を操作する際に錨側のクラッチを外し、作業終了後に

クラッチを入れ忘れる。結果として、錨はブレーキのみで止まっている。 

③ブレーキの締め方が弱い。航海中の振動等でブレーキが緩み、錨が滑り出すおそれがある。 

 

（*）ストッパーを掛けない理由 

•  翌日入港のため。 

•  錨鎖がコントローラーではねて、ジプシーホイールとコントローラー間で捻じれ、錨を巻き上げた状態で

ストッパーが掛けられないため。 

 

錨落下事故と直接の関係はありませんが、クラッチレバーのストッパーピンや、錨鎖コントロー

ラーのストッパーピンを刺さないまま使用し、係船索の巻き込み中にクラッチが外れたり、投錨

作業中にコントローラーのストッパーピンが突然落ちたりして事故が発生する例が報告されてい

ます。 

本船に不要な器具は取り付けられていないはずです。ひと手間省いたばかりに事故を発生させて

しまうことがあることを忘れてはなりません。 

 

 

 ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 
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航海関係の VHF 交信 文例 

交信の基本は、お互いに船名を確認した上で行うこと。 

（VHF 無線なので、相互に誰と交信しているか確認しないと却って危険を発生させる可能性がある。） 

1 呼び出された場合 

 ① 相手船 △△ MARU, this is □□, calling CH16. How do you read me? 

（△△丸、こちらは□□、チャンネル 16 で呼び出し中。感度ありますか？ 

 ② 本船 □□ , this is △△ MARU.  Rather clear. Go ahead please. 

（□□、こちらは△△丸。明瞭です。どうぞ） 

 ③ 相手船 Change to Channel 06. 

（６チャンネルに切り替えてください。） 

 ④ 本船 Change to 06. 

（６チャンネルに切り替えます） 

 ＊ VHF06 で再度上記①～②を繰り返す。相手船は△△ MARU, calling 06. How do you read me ?と呼び

かけてくる。 

 相手船の呼出しで、船名が聞き取れなかった場合 

 ⑤ 本船 Which station calling CH16, this is △△ MARU. 

（どちらの局が CH16 で呼んでますか？こちらは△△丸です。） 

 参考（How do you read me ? 以外でよく使われる文例） 

    Can you read me ?    Can you hear me ? 

2 位置確認 

 I am crossing you on your starboard bow. 

（本船は貴船の右舷前方を横切っています。） 

 This is Opposite Course vessel,  □□ ,on your port bow about 3 miles. 

（こちらは□□、貴船の左舷船首約３海里の反航船です。） 

 This is Opposite, □□ , flashing you now. 

（こちらは□□、貴船に発光信号を送っています。） 

3 避航関係 

 What is your intention? 

（貴船の意図は？ ：相手船の動静を尋ねる場合） 

 Shall we pass by Port to Port(Red to Red) ? 

（左舷対左舷で航過したい。） 

 Shall we pass by Starboard to Starboard(Green to Green) ? 

（右舷対右舷で航過したい。） 

 I would like to overtake on your starboard side(Port side). 

（貴船の右舷（左舷）を追い越したい。） 

 Please do not overtake me. 

（追い越さないでください。） 

 You may overtake on my starboard (port) side. 

（貴船は本船の右（左）舷を追い越してよろしい。 

 I will pass your stern. 

（貴船の船尾を航過します。） 

 I will pass on your head. 

（貴船の船首を航過します。） 

 Please do not cross(pass) on my head. 

（本船の船首を横切らないでください。） 

 I am changing(altering) my course to starboard (port). 

（本船は針路を右（左）に変えています。） 
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 I cannot change(alter) my course to starboard (port). 

（本船は針路を右（左）に変えることはできません。 

 Please change(alter) your course to starboard (port). 

（針路を右（左）に変えてください。） 

 I will keep my Course and Speed. 

（本船は針路と速力を維持します。） 

 I will stop my engine. 

（本船は機関を停止します。） 

 I am increasing(reducing) my speed. 

（本船は増速（減速）中です。 

 I got your copy and understood. 

（貴船の意図を確認、了解しました。） 

 Back to CH 16 and out. 

（VHF16 チャンネルに戻し、交信終了します。） 

 I am now Not under Command. 

（本船は運転不自由船です。） 

4 その他 聞き取れない場合 

 I cannot hear you. 

（聞き取れません） 

 Repeat please 

（もう一度お願いします。） 

 More slowly 

（もう少しゆっくり） 
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